
天理市下水道事業企業会計システム更新業務公募型プロポーザル　質問に対する回答

No 質問項目 質問要旨 回答

1
機能要件書全般　現行システムの運
用踏襲について

本業務は、既存の企業会計システムの更新であると理解して
おります。つきましては、仕様書及び機能要件書に明記のな
い事項及び帳票につきましては、現行システムにおける運用
及び帳票様式を踏襲するものとして提案いたします。なお、
天理市下水道事業会計規則第74条第１項に定める決算書類に
つきましては、機能要件書に個別の記載が見受けられないた
め、現行の作成方法を踏襲するものと理解しております。上
記の前提に差し支えがございましたら、その範囲をご教示く
ださい。

仕様書及び機能要件書に明記のない事項及び帳票について
は、地方公営企業法、消費税法等の法令、規則等に準拠し、
本稼働日（令和10年４月１日）以降の企業会計事務に適する
よう、提案者が考える最良の提案をしてください。
天理市下水道事業会計規則第74条第１項に定める決算書類の
うち、「（１）決算報告書」から「（11）継続費精算報告
書」は、地方公営企業法施行規則第47条、第48条及び第49条
に定める様式に準ずるものとします。

2
機能要件書No.45、46　審査区分につ
いて

No.45に「天理市事務処理規程に準じた審査区分を自動判定で
きること（科目：会計～細節、所属、金額）」とあります
が、天理市事務処理規程には決裁、専決、代決及び合議の定
めがある一方、「審査区分」の定義が見受けられません。
「審査区分」は、同規程別表１（第５条関係）に定める専決
区分を指すものと理解してよろしいでしょうか。異なる場合
は、審査区分の区分数、各区分の名称、及び科目・所属・金
額による判定基準をご教示ください。根拠となる規程・要領
等がございましたら、あわせてご提示ください。

「審査区分」は、決裁区分又は専決区分を指すものとしま
す。区分は次のとおりです。
・市長決裁…天理市事務処理規程第３条のとおり
・副市長専決…同規程第４条のとおり
・部長専決、課長専決…同規程第５条及び別表１（第５条関
係）のとおり

3
機能要件書No.36「金融機関ダイアロ
グ」について

No.36に「全銀協フォーマット対応、金融機関保守、金融機関
ダイアログを使用することができること」とございます。
「金融機関ダイアログ」は、債権者の口座情報の登録及び支
払伝票の入力において、銀行名称又は銀行コードにより金融
機関を検索し選択する画面を指すものと理解してよろしいで
しょうか。異なる場合は、当該機能の具体的な内容をご教示
ください。

お見込みのとおりです。
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4
機能要件書No.312　過去に取得した
資産の財源内訳の更正について

No.312に「過去に取得した資産の財源内訳の更正ができるこ
と」とございます。取得年度内の資産につきましては、シス
テムにより財源内訳を更正することができます。一方、過年
度に取得した資産につきましては、天理市下水道事業会計規
則第59条により減価償却が原則として取得の翌年度から開始
され、長期前受金の収益化も進行しているため、既に収益化
した額の取扱いについて会計処理の方針を定める必要がござ
います。当社といたしましては、既に収益化した額はそのま
まとし、長期前受金の残高を新たな財源構成により按分する
方法を想定しております。この方針に基づき対応するものと
して提案いたしますが、貴市において別の方針（過年度に遡
及して収益化額を修正する方法等）をお考えの場合は、ご教
示ください。

左記方法でも差し支えございませんが、過去に取得した資産
の財源内訳の更正にかかる新システム上の対応方法について
は、提案者が考える最良の提案をしてください。

5
実施要領11　企画提案書の作成要領
について

実施要領11において企画提案書は任意様式とされております
が、作成要領に関する記載が見受けられません。つきまして
は、次の各点についてご教示ください。
（１）ページ数の上限、用紙サイズ、縦横の指定、両面印刷
の可否、フォント種類・文字サイズ等の条件を定めた作成要
領又は参考様式等がございましたら、ご提供いただけますで
しょうか。
（２）企画提案書に記載すべき項目及び提案内容に関する参
考資料等がございましたら、ご教示ください。
（３）副本に提案者名、製品名、ロゴ、導入実績等を記載し
てよろしいでしょうか。

企画提案書（正本、副本）は、日本語で作成してください。
企画提案書（正本、副本）には、提案者名を記載してくださ
い。

ご質問の点について、以上の他に指定の事項、作成要領及び
参考様式等はありません。提案者が考える最良の企画提案書
を作成してください。

6 デモンストレーションの条件

第２次審査におけるデモンストレーションについて、プレゼ
ンテーション45分の中にデモ時間を含むとの認識でよろしい
でしょうか。また、デモンストレーションは「機能要件書を
基本に」行うこととされておりますが、特に重点的に確認を
希望される業務範囲がございましたらご教示ください。

時間についてはお見込みのとおりです。
また、重点的に確認を希望する業務範囲につきましては、第
１次審査により選定された提案者に対し、選定結果の通知と
ともにデモンストレーション必須項目をお知らせします。
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